
令和７年度第２回八街市総合教育会議次第 

 

 

日　時   　令和８年１月２９日(木)　

 午前１０時００分　　　　

 場　所　　八街市役所特別会議室　　

 

 

 １　開　　　会

 

 ２　市 長 挨 拶

 

 ３　教育長挨拶

 

 ４　議　　　題

　　（１）八街市立学校の教育職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画に

 　　　　　ついて

（２）学校の適正配置等に係る検討状況について 

 

 ５　そ の 他

 

 ６　閉　　　会



（１）八街 市立学校の教 育職員に関する業 務量管理・健康 確保措置実施計画について  

  

１．計画の趣旨 （ ２ ） 八街 市ア ンケ ート 結果  

　 公 立 の 義 務 教 育 諸 学 校 等 の 教 育 職 員 の 給 ● 第１ 分類 ：「 学 校以外 が担 うべ き 業務」  

与 等 に 関 す る 特 別 措 置 法 （ 以 下 「 給 特 法 」 と い ・ PTA・ 保護者対応 　 や りがい48％／負担感 79％ 

う 。 ） 第 ８ 条 の 改 正 に よ り 、 学 校 設 置 者 に は 教 ・ 地域・ CS対応　 や り がい35％／ 負担感71％ 

育 職 員 の 業 務 量 管 理 及 び 健 康 確 保 を 計 画 的 ・ 学校で お金を扱う業 務　 やり がい8％／負担 感90％ 

に 実 施 す る こ と が 義 務 付 け ら れ た 。 本 計 画 は 、 ・ 登下校・ 安全指 導   や りが い44%／負担感65％ 

法 改 正 及 び 国 の 指 針 に 基 づ き 、 本 市 に お け る ● 第 ２ 分 類 ： 「 教 師 以 外 が 積 極 的 に 参 画 す べ

教 職 員 の 働 き 方 改 革 を 総 合 的 に 推 進 す る た め 　 き業 務」  

に 策定す る もの で ある。  ・ 日直（ 施錠等） 　 や りが い15%／負担感70% 

　 教 職 員 一 人 一 人 の 勤 務 状 況 を 適 切 に 把 握 ・ ・ 調査統計 回答　 や りが い8％／ 負担感86％ 

管 理 し 、 心 身 の 健 康 を 確 保 す る と と も に 、 学 び ・ 部活動　 やり がい63％／負担感80％ 

続 け る 時 間 を 確 保 す る こ と で 、 専 門 性 を 高 め 、 ・ 清掃指導 　 や りがい58％／負担感 46％ 

児 童 生 徒 の 教 育 に 専 念 で き る 環 境 の 整 備 を 目 ● 第 ３ 分 類 ： 「 教 師 の 業 務 だ が 、 負 担 軽 減 を 促

的 とす る。  　 進す べ き業 務」  

　 文 部 科 学 省 第 ４ 期 教 育 振 興 基 本 計 画 及 び ・ 授業準備 　 や りがい88％／負担感 64％ 

第 ２ 期 八 街 市 教 育 振 興 基 本 計 画 の 理 念 を 踏 ま ・ 成績処理 　 や りがい52%／負担感85％ 

え 、 教 職 員 の ウ ェ ル ビ ー イ ン グ の 向 上 を 学 校 教 ・ 修学旅行 ・体育 祭等　 や りが い88%／負担感85% 

育 を支 える基 盤と し て 位置 付ける 。  ・ 生活指導 　 や りがい7３％／ 負担感７ ８％ 

 ・ 個別面談 、進路 指導等の 個別生徒指 導　  

２．八街市の現状  　 やり がい６９％ ／負担感８ １％ 

　 教 職 員 の 時 間 外 在 校 等 時 間 は 、 月 ８ ０ 時 間  

以 上 の 割 合 が 小 ・ 中 学 校 と も に 減 少 す る な ど 、 ４．計画の概要 

一 定 の 改 善 が 見 ら れ る 。 一 方 で 、 小 学 校 で は ・ 計画 の 趣旨 ・現状  

月 平 均 時 間 が 微 増 し て お り 、 中 学 校 で は 月 平 ・ 目標  

均 ４５ 時間 超の 状況 が続 い て い る。  ・ 計画 の 期間  

　 依 然 と し て 長 時 間 勤 務 の 教 職 員 が 存 在 す る ・ 実施 する 業務 量管理 ・ 健康確 保措 置の 内容  

こ と か ら 、 業 務 の 見 直 し と 健 康 確 保 の 取 組 を 一 ・ 関連 する 取組 、今 後の フ ォ ロー アッ プ につ い て  

層 推進 する 必要が ある 。 　 具 体 的 な 実 施 内 容 に つ い て は 、 １ ２ 月 に 実 施

 し た 管 理 職 向 け ア ン ケ ー ト の 結 果 等 を 踏 ま え 、

３．教員の負担感  現 場の 実情 に即 し て 整理 し、 改め て 示 す 。 

（ １ ） 学校 と教師 の 業務の ３ 分類   

　 教 師 が 教 師 で な け れ ば で き な い 業 務 に 専 念 ５．まとめ 

で き る よ う 、 服 務 監 督 教 育 委 員 会 は 、 以 下 の 業 　 本 計 画 に お い て 、 教 育 委 員 会 、 学 校 管 理 職

務 の ３ 分 類 を 踏 ま え て 、 業 務 の 見 直 し に つ い 及 び 教 職 員 の 役 割 を 明 確 に し 、 特 定 の 職 員 に

て 、 「 業 務 量 管 理 ・ 健 康 確 保 措 置 実 施 計 画 」 に 負 担 が 集 中 し な い よ う 業 務 の 見 直 し を 進 め る 。

反 映さ せる 。  学 校 単 独 で の 対 応 が 困 難 な 事 案 に つ い て は 、

学 校業 務を  教 育 委 員 会 や 関 係 機 関 等 と 連 携 し て 対 応 す

① 学校 以外が 担う べ き業 務 る 。 

② 教師 以外が 積極 的に参 画す べ き業 務 　 本 計 画 を 継 続 的 に 検 証 ・ 改 善 し 、 教 職 員 の

③ 教師 の業 務だが 負担 軽減を 促 進す べ き業 務 ウ ェ ル ビ ー イ ン グ の 向 上 と 児 童 生 徒 の 豊 か な

の ３ つ に 整 理 し 、 業 務 の 精 選 ・ 効 率 化 を 図 る 考 学 び の実 現を 図る ため 策 定する も ので ある 。

え 方 で あ る 。 こ れ に よ り 、 教 職 員 が 本 来 業 務 に

専 念でき る 環境を 整 備す る。
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１．計画の趣旨、現状  

 

（ １ ） 計画 の趣 旨 

　公 立 の 義 務 教 育 諸 学 校 等 の 教 育 職 員 の 給 与 等 に 関 す る 特 別 措 置 法 （ 以 下 「 給 特 法 」

と い う 。 ） 第 8条 の 改 正 に よ り 、 学 校 設 置 者 に 対 し 、 教 育 職 員 に 関 す る 業 務 量 管 理 及 び 健

康 確 保 の た め の 措 置 を 計 画 的 に 実 施 す る こ と が 義 務 付 け ら れ た 。 本 計 画 は 、 当 該 法 改 正

及び 文部 科学 大臣が 定め る 指針に 基づ き 策定す るも の であ る。  

　 本 計 画 の 目 的 は 、 教 職 員 一 人 一 人 の 勤 務 状 況 を 適 切 に 把 握 ・ 管 理 し 、 心 身 と も に 健 康

な 状 態 を 維 持 し な が ら 、 自 ら 学 び 続 け る 時 間 を 確 保 す る こ と に よ り 、 専 門 性 を 高 め 、 そ の

資質 能力を 最 大限に 発揮 し て 児童生 徒の 教育 に専 念でき る 環境を 整 備す るこ とで ある 。 

　 ま た 、 本 計 画 は 、 文 部 科 学 省 第 4期 教 育 振 興 基 本 計 画 に 掲 げ ら れ た 二 つ の コ ン セ プ ト

で あ る 「 持 続 可 能な 社 会 の 創 り 手 の 育 成 」 及 び 「 日 本 社 会 に根 差 し た ウ ェ ル ビ ーイ ン グの

向 上 」 を 実 現 す る 学 校 教 育 を 支 え る 基 盤 と し て 、 教 職 員 を 大 切 に し 、 そ の 働 く 環 境 を 整 え

るこ との 重 要性 を踏 まえ たもの で ある 。 

　 第 2期 八 街 市 教 育 振 興 基 本 計 画 で 掲 げ る 教 育 理 念 の 実 現 に 向 け て は 、 教 職 員 が 誇 り

と や り が い を も っ て 教 育 活 動 に 取 り 組 む こ と が で き る 職 場 環 境 の 構 築 が 不 可 欠 で あ り 、 そ

の た め に は 業 務の 適 正 化と 健 康 確 保を 両 立さ せ る 働 き 方 改 革の 推 進 が求 め ら れ る 。 教 職

員 が 心 の 余 裕 を も っ て 前 向 き に 教 育 に 注 力 で き る よ う 、 市 全 体 と し て 教 職 員 の ウ ェ ル ビ ー

イン グの 向上 を図 るこ と が重要 であ る。  

　 本 計 画 に お け る 働 き 方 改 革 は 、 単 に 勤 務 時 間 の 削 減 を 目 的 と す る も の で は な く 、 「 限 ら

れ た 時 間 の 中 で 最 大 の 教 育 的 成 果 を 生 み 出 す 」 と い う 意 識 の 醸 成 を 図 り 、 業 務 の 精 選 及

び 効 率 化 を 徹 底 す る こ と に よ り 、 児 童 生 徒 と 向 き 合 う 時 間 や 授業 改 善 、 研 修 等 に充 て る 時

間を 確 保す るこ とを 目指 す もの で ある。  

　 八 街 市 教 育 委 員 会 は 、 学 校 、 保 護 者 及 び 地 域 と 連 携 し な が ら 本 計 画 を 総 合 的 か つ 計

画 的 に 推 進 す る と と も に 、 取 組 の 進 捗 状 況 や 課 題 に つ い て 継 続 的 な 検 証 を 行 い 、 必 要 に

応 じ て 見 直 し を 行 う こ と で 、 教 職 員 の ウ ェ ル ビ ー イ ン グ を 確 保 し 、 八 街 市 の 未 来 を 担 う 子

ど もたち の豊 かな 学び と健や か な成 長の 実現 を 図って い く。
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（ ２ ） 八街 市の 現状

八街 市の 教職員 の 時間外 在校 等時間 の 状況  

 教諭 層の  月45時間以上 月80時 間以 上 月45時 間以下  

 月 平均時 間 80時間未満の割合 の割 合 の 割合

 小学校 令和 6年度 43時間14分 34.23％ 16.11％ 49.63％

 令和 7年度 44時間27分 41.45％  3.29％ 55.26％

 中学校 令和 6年度 66時間45分 44.55％ 32.73％ 22.72％

 令和 7年度 50時間40分 42.06％ 24.30％ 33.64％

 

　令 和 ６ 年 度 と 令 和 ７ 年 度 を 比 較 す る と 、 小 中 学 校 と も に 月 ８ ０ 時 間 以 上 の 割 合 が 減 少 し て

い る こ と 、 中 学 校 に お い て は 、 月 平 均 時 間 も 減 少 し て い る こ と か ら 、 各 学 校 に お け る 取 組 が 一

定の 成果 を 上げ て い る と言え る 。 

　し か し な が ら 、 小 学 校 で は 、 月 の 平 均 時 間 が 若 干 増 加 し て い る 。 ま た 、 中 学 校 で は 依 然 と し

て 月 平 均 時 間 は ４ ５ 時 間 を 超 え 、 い ま だ ４ 人 に １ 人 程 度 が 月 ８ ０ 時 間 を 超 え る 状 況 は 看 過 で き

ない 。

 

 

２．目標  

 

（ １ ） 時間 外在 校等時 間に関 する 目標  

ア 　 時 間 外 在 校 等 時 間 に つ い て 、 1箇 月 45時 間 以 下 の 教 員 の 割 合 を 100％ 、 1年 間360

　 時 間以下 の 教員 の割 合を ７０ ％程 度に する  

イ　 1年間に おけ る1箇月時 間外 在校等 時間 の 平均時 間を 30時 間程度 にす る 

 

　 【 指 標の 算定 方法 】 対象職 員の 出退 勤時 刻等の 統 計デ ータ

 

（ ２ ） ワーク ・ ラ イフ ・バ ラン ス や 働き がい 等 に関す る 目標 

ア 　 年間 の 年次 有給休 暇の 平均 取得 日数を 15日 以上 とす る 

【 令和４年度 文部科学省調査結果 小学校教員：平均13.6日・ 中学校教員：平均10.7日】 

イ　 スト レ ス チェ ッ ク におけ る 高ス ト レス 者の 割 合を 10％ 以下ま で減 少さ せ る 

【 令和6年 度 結 果 13.2％】 

ウ 　 ス ト レ スチ ェ ッ クに おけ る健 康リ ス ク の値 を ７０ 以下 とす る（ 全 国平均 100）  

【 令和６ 年度 結果  76.7】 

エ 　 ス ト レ ス チ ェ ッ ク に お け る 働 き が い に 関 す る 質 問 項 目 （ 「 働 き が い の あ る 仕 事 だ 」 ） へ

　 の 肯 定的な 回答 の割 合を ７０ ％に す る 　 　 　   　 　 　  【 令和 6年度  結 果 58.9％】  

 

　 【 指 標の 算定 方法 】  

　 ・ 学期 末ご とに各 学校 から 提出さ れ る「 職 員の 勤務 状況 報告書 」 （ ア）  

　 ・ 公立 学校 共済組 合の ス トレ ス チェ ッ ク 集団 分析 結果報 告書 （ イ・ ウ ・エ ）
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３．計画の期間  

 

　　令 和８年 度～ 令和 11年度  

 

 

４．実施する業務量管理・健康確保措置の 内容  

 

（ １ ） 「 業務 の ３分 類」 を 踏ま え た業務 の 見直 し  

　 各 業 務 の 見 直 し に 当 た っ て は 、 教 育 委 員 会 、 学 校 管 理 職 、 教 職 員 が 役 割 を 明 確 に し 、 特 定 の

職 員、 とりわ け 教頭 等の 管理 職に責 任や 負 担が集 中す るこ と の ない よ う配 慮す る。  

　 また 、 学 校 単 独 で の 対 応 が 困 難な 事 案 に つ い て は 、 学 校 が 抱 え込 む こ と な く 、 教 育 委員 会 や 関

係 機関 、専門 人材 と連携 し た対応 を行 う こ とを 原則 とする 。  

　 更に、 効果 の 高か った取 組事 例につ い て は 、横 展開 を図 り、 市内で の 共有 を行 う 。 

〇教 育委 員会と し て の 取組

ア 　 教 職員 の勤 務実 態・ 健康 状況の 「 見 える化 」 の 推進 

　 時 間 外 在 校 等 時 間 に 関 す る 目 標 や ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス や 働 き が い 等 に 関 す る 目 標 に 示 し

た 指 標 に つ い て は 、 定 期 的 に 実 態 を 把 握 し た う え で 分 析 に 努 め る 。 分 析 結 果 に つ い て は 、 校 長 会

・ 教 頭 会 等 を 通 し て 学 校 と 共 有 す る と と も に 、 ホ ー ム ペ ー ジ 等 で の 公 表 も 含 め 、 改 善 状 況 を 客 観

的 に把握 ・検 証し や す い 環 境づ くり を 進め る。  

 

イ 　 地域 ・保 護者 への 継 続的 な周知 ・広 報 

　 「 業 務 の ３ 分 類 」 や 教 職 員 の 働 き 方 改 革 の 趣 旨 に つ い て 、 学 校 運 営 協 議 会 、 PTA等 の 場 を 通

じ て 説 明 を 行 い 、 学 校 の 取 組 へ の 理 解 が 深 ま る よ う 努 め る 。 併 せ て 、 ホ ー ム ペ ー ジ 、 学 校 だ よ り 等

を 活 用 し 、 部 活 動 の 地 域 展 開 な ど 、 市 全 体 で の 取 組 が 求 め ら れ る 施 策に つ い て も 周 知 を 図 り 、 地

域 全体 で学校 を支 え る 意識の 醸 成につ な げ て い く。  

 

ウ 　 個々 の 学校に 寄り 添った 伴走型 支援  

　 時 間 外 在 校 等 時 間 が 長 時 間 と な っ て い る 学 校 や 、 業 務 改 善 に 課 題 を 抱 え る 学 校 に 対 し て は 、

教 育 委 員 会 が 状 況 に 応 じ て ヒ ア リ ン グ を 行 い 、 学 校 の 実 情 を 踏 ま え た 助 言 や 改 善 の 方 向 性 を 示

す 。 校 務 の 整 理 ・ 優 先 順 位 付 け や 校 務 DXの 活 用 状 況 に つ い て も 助言 を 行い 、 業 務 改 善 等 に資 す

る 好 事 例 に つ い て は 市 内 全 体 で 共 有 す る こ と で 、 各 校 が 主 体 的 に 改 善 を 進 め ら れ る よ う 継 続 的

に 伴走す る 。 

 

エ 　 首長部 局・ 関係 機関と の 連携に よる 横断的 な支援 体制 の 構築 

　 子 育 て 支 援 、 福 祉 、 健 康 増 進 、 防 犯 等 を 所 管 す る 首 長 部 局 や 県 の 関 係 機 関 と 情 報 共 有 を 行

い 、 学 校 の み で 対 応 を 抱 え 込 ま な い 支 援 体 制 の 構 築 を 図 る 。 特 に 、 支 援 が 必 要 な 児 童 生 徒 や 家

庭 へ の 対 応 、 不 登 校 支 援、 通学 時 の 安全 確 保 等 につ い て は 、 役 割 分 担 の 整 理 を 進 め 、 学 校 と 市・

県 関係 機関との 連 携・ 協働 が円滑 に進 む よう 調整 を 行う 。 
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オ 　 市会計 年度 任用職 員配 置に向 け た計画 的な対 応 

　 ス ク ー ル ・ サ ポ ー ト ・ ス タ ッ フ や 副 校 長 ・ 教 頭 マ ネ ジ メ ン ト 支 援 員 の 配 置 拡 充 に つ い て 県 へ の 要

望 を 継 続 す る と と も に 、 ICT支 援 員 、 特 別 支 援 教 育 支 援 員 、 校 内 教 育 支 援 教 室 補 助 教 員 等 の 市

独 自 の 会 計 年 度 任 用 職 員 に つ い て も 、 学 校 の 実 情 や 要 望 を 踏 ま え た 配 置 が 可 能 と な る よ う 予 算

確 保 に 努 め る 。 併 せ て 、 各 学 校 に お け る 配 置 の 工 夫 を 促 し 、 教 職 員 が 本 来 業 務 に よ り 専 念 し や す

い 体 制づ く りを 進め る 。 

 

カ 　 教 育セン タ ーに集 約さ れ た教育 資産の 活 用促 進 

　 教 育 セ ン タ ー に 蓄 積 さ れ て い る 指 導 案 、 教 材 、 研 修 資 料 等 に つ い て 、 ア ー カ イ ブ 化 を 進 め 、 校

務 支 援 シ ス テ ム や 汎 用 ク ラ ウ ド を 通 じ て 、 教 職 員が 検 索 ・ 共 有 ・ 活 用 し や す い 環境 の 整備 を 図 る。

授 業 準 備 や 校 内 研 修 に 要 す る 時 間 の 軽 減 を 図 る と と も に 、 教 育 資 産 の 有 効 活 用 に よ る 授 業 の 質

の 向 上につ な げて い く。  

 

キ 　 校 務Ｄ Ｘの 計画 的な推 進によ る業 務効率 化 

　 校 務 支 援 シ ス テ ム の 機 能 充 実 や 活 用 促 進 、 会 議 資 料 の 電 子 化 を 進 め る と と も に 、 押 印 ・ FAX

利 用 な ど 校 務 DXに よ り 効 率 化 が 可 能 な 業 務 に つ い て は 、 統 一 さ れ た ル ー ル に 基 づ く 取 組 と な る

よ う整 理す る 。 

　 特 に 、 調 査 統 計 回 答 の 項 目 に 対 し て 「 負 担 感 が 大 き い 」 と い う ア ン ケ ー ト 結 果 か ら 、 市 か ら 学

校 に 発 出 さ れ る 調 査 を 精 査 し 回 答 の 件 数 を 減 ら し て い く 。 ど う し て も 必 要 な 依 頼 に 関 し て は 、 校

務 DXを活 用し て 、 業務 量を 減ら し て い く 。 

　 「 GIGAス ク ー ル 構 想の 下で の 校 務 DXチェ ッ ク リ ス ト 」 を 活 用し た自 己点 検と 改 善を 支 援 し 、 校

務 の 標準化 ・簡 素化 を通 じ て 、時 間外 在校等 時間 の縮 減に つな がる 取組 を進 め る。  

 

〇学校に おけ る取 組

　 ア　 学校 以外が 担う べ き業 務 

　 　 ① 登下校 時の 通学 路にお ける 日常 的な 見守り 活動  

 ・ 通 学 路 にお け る 日 常 的 な 見 守 り に つ い て は 、 学校 運 営 協 議 会 等 によ る 地 域 と の 連 携 に  

  よ り、 保護者 ・地 域住民 の 協力 による 見守 り活 動を 推進す る 。 

　 ・ 各 地 域 の 実 情 を 踏 ま え な が ら 、 児 童 生 徒 が 安 全 に 登 下 校 で き る よ う 、 登 下 校 時 刻 の 見  

　  直 しを 含 めた 取組 を推 進す る。

　 　 ② 放課後 から 夜間 など におけ る 校外の 見 回り、 児童 生徒 が補導 され た 時の 対応  

 ・ 校 外 の 見 回 り に つ い て は 、 緊 急 時 を の ぞ き 、 放 課 後 か ら 夜 間 な ど に お け る 自 主 的 な 見 回

  りは 原則 行わ ない こ と とし 、 必要に 応じ て 実施 を 検討す る 。

　 　 ③ 学校徴 収金 の徴 収・ 管理  

 ・ 学 校 徴 収 金業 務 に つ い て は 、 保 護 者に よ る振 込 に変 更し たり 、 納入 業 者等 との 調整 を 図

  り、 現 金を 学校 で扱わ ず に すむ よ う な仕組 み につ い て 積 極的 に推進 する 。

　 　 ④ 地域学 校協 働活動 の関 係者 間の 連絡 調整等  

 ・ 令 和 ７ 年 度 か ら 全 校 で 始 ま っ た 学 校 運 営 協 議 会 の 体 制 の 確 立 を 図 り 、 地 域 学 校 協 働 活

 動推 進員に よる 地域 との 連携を 深 める こ とで 、地 域の 力に よる 働き 方改 革の 推進 を図 る。
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　    ⑤ 保護者 等か らの 過 剰な 苦情や 不 当な要 求等 の学 校で は対応 が困難 な事 案へ の 対応  

・ 保 護 者 に対 し て 、 様 々 な 相 談 窓 口 （ 八 街 市 教 育 相 談 ダ イ ヤ ル 、 家 庭 教育 相 談 、 千 葉 県 中

 央 児 童 相 談 所 、 子 ど も ・ 家 庭 110番 、 児 童 相 談 所 虐 待 対 応 ダ イ ヤ ル 等 ） の 周 知 を 図 る と

 とも に、 関係 機関 との連 携を よ り密接 にし て い く 。

 

　 イ　 教 師以 外が積 極的 に参画 すべ き 業務   

　 　 ⑥ 調査・ 統計 等へ の 回答  

 ・ 校 務 支 援 シ ス テ ム の 機 能 等 を 活 用 す る こ と に よ っ て 、 市 か ら 学 校 に 発 出 さ れ る 調 査 の 回

  答 に係る 事務負 担を 軽減 す る。

　 　 ⑦ 学校の 広報 資料 ・ウ ェ ブ サ イト の作 成・ 管理  

 ・ 学 校 配 付 文書 を デ ジ タ ル 化 し デ ー タ での 配付 とす る こ と で、 印 刷業 務 等の 負 担 を 晴ら   

　  す 。 ま た 、 デ ー タ の 作 成 や ホ ー ム ペ ー ジ の 更 新 に お け る 技 術 支 援に お い て は 、 ICT支 援 員

　   等 を 積極 的 に 活 用 す る こ と で 、 情 報 発 信 の 充 実 を 図 り つ つ 、 教職 員 の 負担 軽 減に 継 続し

  て 取り 組む 。

　 　 ⑧ ＩＣ Ｔ機 器・ ネッ ト ワーク 設 備の 日常 的な保 守・ 管理 

 ・ Ｉ Ｃ Ｔ機 器 ・ ネ ッ ト ワ ー ク 設 備 の 日 常 的 な 保 守 ・管 理 に つ い て は、 ICT支 援 員 が 中 心 とな っ

　  て 行い つ つ 、学 校の 実情 に応じ 、 民間 事業 者へ の 委託を 検 討す る。

　 　 ⑨ 学校プー ル や 体育 館等 の施 設・ 設備 の 管理 

 ・ 教 職 員 に よ る 学 校プ ー ル の 管 理 に つ い て は 、 市 内 全 小 中学 校 で 水 泳 の 授 業 を 民 間 事 業

  者 へ委 託し 、 教職 員によ る施設 管理 する 必要 を なく す。   

 ・ 体 育 館 等 の 地 域 開 放施 設 の 管 理 業 務 につ い て は 、 市と 協力 し 事 務手 続 き や 施設 の 管 理

  等 の負 担軽減 を 促進す る 。

　 　 ⑩ 校舎の 開錠 ・ 施錠 

 ・ 校 舎 の 開 錠 ・ 施 錠 に つ い て は 、 教 頭 等 の 特 定 の 職 員 に 責 任 や 負 担 が 集 中 し な い よ う 、 役

  割 分担の 見直 し 等を 促進 す る。

　 　 ⑪ 児童生 徒の 休み 時 間にお ける 安全 へ の配 慮 

 ・ 施 設 遊 具 の 安 全 点 検 、 休 み 時 間 に お け る 児 童 生 徒 の 安 全 へ の 配 慮 に つ い て 、 保 護 者 や

  地 域ボ ラン ティ ア 等 の 協力に つい て 学校運 営協 議会等 にて 協 議す る。

　 　 ⑫ 校内清 掃 

 ・ 校 内 清 掃 や 環 境 整 備等 の 実 施 回 数 や 範 囲 を 合 理 化 で き る よ う に、 学校 運 営協 議 会等 に

  よ る清掃 活動 への 協 力体 制を 推進 する 。

　 　 ⑬ 部活動  

・ スポ ー ツ 庁及び 文化 庁が 別に定 め るとこ ろに より 、八 街市 の実 状の 応じ た 部活 動の 地  

 域 展開・ 地域 連携を 推 進す る。  

  

　 ウ 　 教師 の 業務 だが、 負担 軽減 を促 進す べ き業 務  

　 　 ⑭ 給食の 時間 にお ける 対応  

 ・ 食 に 関 す る 指 導 に つ い て は 、 栄 養 教 諭 や 学 校 栄 養 職 員 等 と の 積 極 的 な 連 携 を 推 進 す   

 る 。
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　 　 ⑮ 授業準 備 

 ・ ク ラ ウ ド に よ る 職 員 間 の 資 料 共 有 を 含 め た デ ジ タ ル 技 術 の 活 用 の 促 進 や 、 資 料 の 印 刷 ・

  ワ ー ク や 小 テ ス ト の 採 点 業 務 等 お け る ス ク ー ル ・ サ ポ ー ト ・ ス タ ッ フ の 活 用 に よ る 負 担 軽  

　  減 を図 る。

　 　 ⑯ 学習評 価や 成績 処理 

 ・ 校 務 支 援 シ ス テ ム 、 自 動採 点 ソ フ ト 等、 校 務DXの 活 用 促 進 を 図 る こ と で 、 評価 ・ 成績 処  

  理 に係る 事務負 担の 軽 減を 図る 。

　 　 ⑰ 学校行 事の 準備 ・運 営 

 ・ 学 校 行 事 に つ い て は 、 行 事 の 精 選 ・ 行 事 自 体 の ス リ ム 化 ・ 準 備 の 効 率 化 等 を 促 進 す る こ

  とで 、 教 師 の 負担 軽 減 を 図 る 。 ま た 、 学 校運 営 協議 会・ 保 護 者へ も 丁 寧に 説 明を 行 う こ と

  で、 地 域の 協力 を仰 ぐ こと ができ る 業務に つ い て も 整 理す る 。

　 　 ⑱ 進路指 導の 準備  

 ・ 生 徒 の 卒 業 後 の 就 職 先 に 関 す る 情 報 収 集 等 に つ い て 、 学 校 と 関 連 機 関 等 と の 連 携 を 密  

  にし 、 地方 公共 団体等 におけ る 就職に 関す る専 門人 材との 協 働を 促進 する 。 

　 　 ⑲ 支援が 必要 な児童 生徒・ 家庭 へ の 対応 

・ 児 童 生 徒 の 課 題 の 状 況 に 応 じ 、 養 護 教 諭 の ほ か 、 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー、 ス ク ー ル ソ ーシ

 ャ ル ワ ー カ ー 、 教 育 支 援 ア ド バ イ ザ ー 、 心 理 士 、 特 別 支 援 教 育 支 援 員 、 医 療 若 し く は 福 祉

 に 関 す る 専 門 人 材 又 は 日 本 語 指 導 に 係 る 支 援 員 等 に よ る 効 果 的 な 支 援 が 期 待 さ れ る  

 業 務 に つ い て 、 教 師 と の 協 働 を 促 進 す る 。 特 に 、 不 登 校 児 童 生 徒 へ の 対 応 に あ っ て は 、  

 教 育 支 援 セ ン タ ー 「 ナ チ ュ ラ ル 」 の 活 用 強 化 や 校 内 教 育 支 援 教 室 補 助 教員 等 に よ る 効  

 果 的な支 援を 促進 する 。   

・ 子育て 支 援課等 の 関係 機関に 対し て 、 学校 との 協働体 制が 強化さ れ るよ う 調整す る 。
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（ ２ ） 学校 におけ る 措置の 推 進 

〇教 育課程 ・日 課表に つ い て は、 以下 につ い て の 取組 を 推進す る 。 

　 ・ 教 育 課 程 にお け る 年 間 授 業 時 数 や 週 当 た り 授業 時 数 に つ い て は 、 年 度 当 初 の 計 画 段

　  階 で 、 真 に 必 要 な 時数 と な る よ う に 設 定す る とと も に 、 年 度 毎 に確 実 に 点 検 す る こ と   

   で、 過度な 余剰 時数の 削 減に努 め る。  

　 ・ 特 に、 標 準 授 業 時 数 を 大 幅 に 上 回 っ て 編 成 さ れ て い る 場 合 （ 小 ４以 上 は 年 間 で 1086

   単位時 間以 上） には 、真 に必要 かど うか 見直 し を 図る 。 

　 ・ 日 課 表 に つ い て は 、 下 校 時 刻 や 清 掃 時 間 の 見 直 し 、 短 縮 日 課 ・ 午 前 中 ５ 時 間 日 課 の  

   導入、 中学 校にお ける ４５ 分授 業等 の導 入な どに より、 工 夫し て 設定 す る。  

　 ・ 放課 後の 活動 時間 につ い て は、 勤務 時間 内で 設定で きる よう に、 業務 の 適正化 に効 

   果の あった 取組 （ 会議時 間の 上限 設定 等） を 参考 にし なが ら、 見直 す。  

　 ・ 当初 の ねら い が 形骸化 し 、 十分な 効果 が見込 めな い 活動 等につ い て 、年 度毎 に見直  

   しを 図 り、 改善 を推 進す る。  

〇 校務 DXを 推 進 し 、「 Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ー ル 構 想の 下 で の 校 務 Ｄ Ｘチ ェ ッ ク リ ス ト 」 に 基 づ い た 自

  己 点検に より 改善 を図 る。

 

 

（ ３ ） 教育 職員 の健 康及び 福 祉の 確保 に関す る 取組  

〇年 次有給 休暇に つ い て  

　 ・ 長 期 休 業 に お け る 学 校 閉 庁 日 を 設 定 す る こ と で 、 ま と ま っ た 日 数 の 連 続 し た 取 得 を 促

   進す る。  

　 ・ 長期 休業 以外で も、 心身 の リフ レ ッ シ ュ の ため の 年次有 給休 暇の 取得 を促 進す る。  

〇 通 常 課 業 日 に お け る 定 時 退 勤 日 を 月 ４ 回 以 上 設 定 す る よ う 推 進 す る 。 ま た、 設 定 に つ い

  て 、 形骸 化 し な い よ う 各学 校 にお け る工 夫 を 促す と とも に 、横 展 開に よ り効 果的 な事例  

  を 共 有す る。  

〇早 出遅出 勤務制 度、 テレ ワ ーク など 実施 につ い て は 

　 　 令 和 ８ 年 度 中 に 実 現 可 能 な 方 策 に つ い て 検 討 を 行 う と と も に 、 夏 季 休 業 期 間 に は 試

　 行 的に取 り組 め るよう にす る 。 

　 　 試 行の 際 には 、 ① 勤 務 実 態の 把握 、 ②情 報 セキ ュ リテ ィ の 確保 、 ③業 務の 適切 性の ３

  観 点か ら、 適切 な運用 に向け て 課 題と効 果を 検証 す る。

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 8 -

５．関連する取組、今後のフォローアップにつ いて  

〇取 組の 着実 な実行 を 図るた め、  

　 ・ 職員 の 時間外 在校 等時間 の 状況と 目標に 向け た進 捗状況  

　 ・ 年次 有給 休暇取 得状 況 

　 ・ ス トレ ス チェ ッ ク にお ける 市の 状 況 

　 ・ 各学 校の 取組 内容 や、 効果 があ った例  

　 に つ い て は 、 総 合 教 育 会 議 及 び 教 育 委 員 会 議 等 に て 報 告 す る と と も に 、 ホ ー ム ペ ー ジ

　 に て 公表 する 。 

〇 時 間 外 在 校 等 時 間 に か か る 目 標 の 達 成 状 況 に つ い て は 、 本 市 で 導 入 し て い る 出 退 勤  

  シ ス テ ム で 把 握 し 、 そ の 他 の 目 標 に つ い て は 、 本 市 で 導 入 し て い る ス ト レ ス チェ ッ ク の 結

  果 から 把握 する 。  

〇 学 校 で の 児 童 生 徒 等 の 支 援 に つ い て 、 関 係 部 局 ・ 関 係 機 関 と 連 携 し 、 専 門 的 な 知 見 を

　 有 する 人材 の 確保に 取り組 む 。   

〇 本 計 画 の 内 容 に 照 ら し て 課 題 が 見 ら れ る 学 校 に つ い て は 、 聞 き 取 り ・ 指 導 等 を 実 施 す  

  る 。 特 に 、 時 間 外 在 校 等 時 間 が 長 時 間 と な っ て い る 教 育 職 員 が い る 学 校 や 、 業務 の 持  

  ち帰 り や 休憩 時 間の 確 保 が課 題 となっ て い る 学校 に 対し て は、 当該 年度 中にも 速や か  

  に 状況が 改善 され る こと を目 指し 、 当該 学校に 対す る個 別の 支援 ・ 指導を 実 施する 。  

〇 各 学 校 に お け る 働 き 方 改 革 の 取 組 が 進 む よ う 、 様 々 な 機 会 を 捉 え 各 学 校 へ 本 計 画 の 周

  知 を 行 う と と も に 、 管 理 職 向 け に 県 教 育 委 員 会 が 主 催 す る マ ネ ジ メ ン ト 等 に 関 す る 研 修

  を 周 知 し 、 積 極 的 に 活 用 す る よ う 促 す 。 各 学 校 に お い て は 、 校 長 を は じ め と し た 管 理 職  

  の リ ー ダ ー シ ッ プ の も と 、 学 校 運 営 協 議 会 に お け る 協 議 等 も 踏 ま え つ つ 、 本 計 画 に 基 づ

  き 、教 職員 の働 き方 改革 に向け た取 組を 実施 す る。   

〇 保 護 者 、 地 域 の 理 解 を 促 進 す る た め 、 本 市 に お け る 「 業 務 の ３ 分 類 」 を は じ め と す る 業

　 務 量 管 理 ・ 健 康 確 保 措 置 の 内 容 に つ い て 保 護 者 や 地 域 等 に 周 知 を 行 う と と も に 、 具 体

　 の 項 目につ い て 協力を 得 られ るよ う 取り 組む 。



学校の在り方地域懇談会の概要 

【目的】 

　各小中学校の現状と課題を把握し、こどもたちが多様な考え方に触れる機会

や集団としての活動の意義などの視点から、望ましい教育環境の在り方につい

て保護者や地域の方々と理解を深めていくため開催する。 

 

【構成委員】 

保護者 

・各小中学校のＰＴＡ代表者（学校推薦） 

・各小中学校の学校運営協議会代表者（学校推薦） 

地域の代表者 

・区長（各小学校区の地区幹事） 

学校関係者 

・各小中学校長 

有識者 

・敬愛大学　経済学部　教授　中村　敏行　氏 

　　・秀明大学　学校教師学部　教授　渡部　徹　氏 

 

【第１回】 

実施時期：令和７年８月 

会　　場：各中学校 

議　　題：（１）小中学校の現状と課題について 

（２）児童生徒数の推計について 

（３）県内市町村の取組事例について 

 

【第２回】 

実施時期：令和７年１１月～１２月 

会　　場：各中学校 

議　　題：（１）第１回学校の在り方地域懇談会の振り返り 

①教育環境の現状と課題について 

②教員の負担感について 

（２）今後の教育環境の在り方について
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第１回学校の在り方地域懇談会における主なご意見

【教育活動に関すること】 

　◆学校の先生の負担が大きくなっているとのことだが、現場の先生が具体的

にどのようなことを負担に感じているのか、そこを明らかにしなければ　

解決はしないと思う。（八街南中） 

◆教員の欠員が生じると誰かに負担がかかると思うので、地域とも協力してい

ければと思う。（八街中央中） 

◆こどもたちが多かった時代に比べると落ち着きがあり、教育活動が充実して

いる。（八街中央中） 

◆先生方は授業を工夫されていて授業力が向上しているが、こどもたちの学力

に反映されていないことが課題として挙げられる。（八街中央中） 

◆こどもたちのスマートフォンの使い方についてしっかりと指導する必要が

ある。（八街中） 

 

【教育環境に関すること】 

◆児童が少なくなっているのに、これだけの学校を維持していくのは非常に　

大変だし、先生方の負担も非常に大きくなったと感じている。（八街南中） 

◆こどもたちがある程度の人数で生活や勉強ができるようにするために、八街

南中学校区の小学校同士で交流が取れるような体制を考えていただきたい。 

（八街南中） 

◆八街北中学校区は、１小学校１中学校という環境の中、小学校１年生から　

中学校３年生まで同じメンバーで過ごすことになるので、こどもたちはとて

も仲が良く、他の地域に比べると揉め事が少ないと思うが、どうしても馬が

合わない子もいるのでクラスを分けられると良いなと感じたことがある。 

（八街北中） 

◆こどもが少なくなれば、たくさんの友達と一緒に学ぶことはできないが、　

人数が少ないほど教室を広々と使うことができ、先生も一人一人に目が行き

届くので、多いから良い、少ないから良いとはどちらとも言えない。 

（八街北中） 

 

【学校の施設に関すること】 

　◆校舎等の老朽化について市全体で考えていかなければならないと思う。 

（八街南中） 

◆今後一番の課題になるのは学校施設の老朽化への対応で、どの学校も老朽化

していく中で、市全体で学校の統廃合等について検討していく段階に来てい

ると感じている。（八街中央中） 

 

【通学に関すること】 

◆スクールバスの導入はありがたいが、小学生の間に自転車通学を経ずに、　

中学生からいきなり自転車通学になることを不安に感じる。（八街南中） 

◆あいさつを返さない子が多いことを課題に感じている。（八街中央中） 
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第１回学校の在り方地域懇談会における主なご意見

【学校行事に関すること】 

◆こどもの数が減り、運動会の規模や部活動の種類が縮小したことをとても　

寂しく思う。今後、こどもたちにとってより良い環境を考えていただきたい。 

（八街南中） 

◆学校行事への参加を通して、こどもが年々減少しているのを実感している。 

（八街中央中） 

 

【ＰＴＡ活動に関すること】 

◆学校が小規模なのでＰＴＡの今後の活動が難しくなってきており、行事面に

関してこどもたちへ提供する機会が減少してしまうことを懸念している。 

（八街中） 

◆児童数の減少に伴ってＰＴＡの活動資金も減少しており、こどもたちのため

にやってあげられることが縮小傾向にあることを懸念している。（八街北中） 

 

【学校の統合・就学区域の見直しに関すること】 

　◆二州小学校沖分校について、数名だけで広い校舎で過ごすことが良いこと

なのか、地域としても、大人としても考えていかなければならない。 

（八街南中） 

◆今から１０年後はこどもの数がかなり減ることが見込まれるので、なるべく

早く統廃合に向けた結論を出していただきたい。（八街南中） 

　◆自身の学区だけでなく、八街市全体で学校を維持していけるのかと危機感

を持っている。こどもの減少に歯止めをかけるのは難しいと思うので、就学

区域を元に戻すなどの見直しが必要だと感じている。（八街中） 

 

【地域活動に関すること】 

　◆地域の少子高齢化が進み、こどもたちの見守りをサポートする防犯パトロ

ール隊が解散してしまったことから、保護者が自主的に見守り活動を行っ

ている。（八街南中） 

◆防犯パトロール隊も高齢化が進み、担い手が少なくなっているため、地域と

学校が協力して行えればと思う。（八街中央中） 

◆地区の行事にこどもがいないと盛り上がりに欠けるため、地区の行事も減少

傾向にあり、世代間の交流が減っていることを懸念している。（八街南中） 

◆自治会活動の一環で、こどもたちが自分たちで考えて自分たちで運営してい

くような取組ができないか、今後検討していきたい。（八街北中） 

 

【まちづくりに関すること】 

　◆大事なのは人口を増やすことだと思う。そのためにはまちづくりが重要で、

若い世代をどのように増やすかの議論が必要だと思う。(八街南中・八街北中)
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21年～ 31年～ 41年～

30年 40年 50年

校舎 3

体育館 1 ※1

校舎 1 1 1 2

体育館 1

校舎 1 3

体育館 1

校舎 1 1 1

体育館 1

校舎 1 1

体育館 1

校舎 1

体育館 1

校舎 1 2

体育館 1

校舎 1 1 3

体育館 1

校舎 2

体育館 1

　小学校　小計 37施設 5 3 10 16 3

校舎 1 4

体育館等 1 1

校舎 3

体育館等 1 1 ※2

校舎 1 4

体育館等 1 1

校舎 3

体育館等 2

　中学校　小計 24施設 4 8 6 1 5

小中学校　総計 61施設 9 11 16 17 8

八街北中学校

※1　実住小学校の体育館は平成22年度に大規模改修を実施
※2　八街中央中学校の体育館は令和7年度に大規模改修を実施

川上小学校

八街東小学校

八街北小学校

八街中学校

八街中央中学校

八街南中学校

二州小学校沖分校

市立学校施設の状況

施設名 建物名

築年数別の棟数

備考
20年未満 51年以上

実住小学校

笹引小学校

朝陽小学校

交進小学校

二州小学校
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 学級編制推移一覧

学
級
数

児
童
数

学
級
数

児
童
数

学
級
数

児
童
数

学
級
数

児
童
数

学
級
数

児
童
数

学
級
数

児
童
数

学
級
数

児
童
数

4 113 3 93 3 113 3 108 4 129 3 99 20 655 33

1 18 1 17 1 9 1 13 1 15 1 18 6 90 15

2 46 2 45 2 64 2 57 2 60 2 60 12 332 28

1 23 1 17 1 28 1 34 1 27 1 30 6 159 27

1 10 1 16 1 17 1 19 1 20 1 14 6 96 16

1 4 1 2 2 6 3

1 18 1 18 1 13 1 23 1 22 1 30 6 124 21

3 81 3 101 3 101 3 94 3 111 3 110 18 598 33

2 39 1 33 1 31 2 42 1 38 1 41 8 224 28

3 80 2 65 3 89 3 97 3 99 4 116 18 546 30

1 13 1 12 1 9 1 12 1 17 1 20 6 83 14

1 33 1 32 1 30 2 36 1 26 2 40 8 197 25

1 20 1 12 1 16 1 20 1 20 1 24 6 112 19

1 4 1 12 1 12 1 7 1 20 1 24 6 79 13

1 4 1 4 1 7 1 5 4 20 5

1 17 1 23 1 12 1 23 1 20 1 19 6 114 19

3 76 3 86 3 85 3 91 3 100 3 101 18 539 30

1 28 2 37 1 28 2 52 1 31 1 31 8 207 26

2 65 2 68 3 71 3 75 3 78 3 82 16 439 27

1 11 1 12 1 12 1 13 1 14 1 14 6 76 13

1 26 1 24 1 25 1 26 1 28 1 29 6 158 26

1 16 1 18 1 19 1 19 1 20 1 21 6 113 19

1 9 1 11 1 11 1 12 1 17 1 11 6 71 12

1 3 1 4 1 4 1 4 4 15 4

1 14 1 15 1 16 1 17 1 17 1 18 6 97 16

2 62 3 78 3 82 3 87 3 93 3 99 17 501 29

1 22 1 26 1 27 1 29 1 30 1 32 6 166 28

１学級
あたり
の平均
児童数

年
 
度

（各年５月１日現在）

※学級数は普通級数を児童数は総児童数を表示している。

1　年 2　年 3　年 4　年 5　年 6　年 合　計

実住小学校

笹引小学校

実住小学校

笹引小学校

二州小学校

朝陽小学校

交進小学校

二州小学校

二州小学校沖分校

川上小学校

八街東小学校

交進小学校

二州小学校

二州小学校沖分校

川上小学校

令
和
７
年
度

令
和
１
７
年
度
（
推
計
）

令
和
１
２
年
度
（
推
計
）

八街東小学校

八街北小学校

二州小学校沖分校

川上小学校

八街東小学校

八街北小学校

八街北小学校

実住小学校

笹引小学校

朝陽小学校

交進小学校

朝陽小学校

学校名

学 年
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　　　　 八街市立学校の適正配置等検討委員会の設置について 
 
１　目的 
 
　少子化に伴う児童生徒数の減少を踏まえ、本市の将来を展望した学校
のあり方について、幅広い見地から検討し、方向性を見出すため、今後
の配置計画の策定及び教育環境整備の進め方、規模の特性を生かした教

 育活動のあり方等を検討する。
 
２　取組事項 
 

 　・学校の規模のあり方に関すること
 　・学校の配置及び就学区域の在り方に関すること
 　・その他、八街市教育委員会が必要と認めること

 
 ３　構成員（１５名程度）

 
 　・保護者

 　・学校関係者
 　・地域代表者
 　・学識経験者

 　・公募市民
 

 ４　スケジュール
 　・要綱の策定

 　令和８年１月
 　・委員の選定

 　令和８年３月～５月頃
 　・活動期間

 　令和８年度から令和１０年度まで
 　　

 ５　その他
　・会議の議事録を社会教育課を通じ学校運営協議会及びＰＴＡに提供、
　学校運営協議会及びＰＴＡは社会教育課を通じて八街市立学校の適正
　配置等検討委員会に意見の申し入れ等を行う。
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